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皆さま、いつもお読みいただきありがと
うございます。５月２９日から７月２日まで
開かれていました５月定例会等議会報
告や行政視察等のご報告(抜粋)です。
5月定例会では役員改選が行われ、
五十川は、健康福祉委員会副委員長、

議会広報委員会副委員長、予算・決算
委員会委員、環境審議会委員となりまし
た。また、全国市議会議長会より10年の
永年勤続議員として、表彰されました。
引き続き、『市民と歩む議員の会』を
どうぞよろしくお願いします。

【議会のルール変更】令和７年5月定例会については、
試行的に、一般質問はできず議案質疑のみのルールとなり
ました。（市民と歩む議員の会は、人数要件が足りず、入
ることが出来ていない議会運営委員会にて決定。）
会派を代表して五十川が議案質疑を行いました。
【主な提案内容】
保育所の供給量の足りない千里山・佐井寺地域の整備
としてニュータウン地域にある南千里庁舎事務所跡地を貸
付用地として分筆するための地積測量図作成費
【市民と歩む議員の会の疑問ポイント】
①そもそもDRCへの移転時には横にある車庫のことも検
討するとなっていた。数年経つが、どう検討されたのか。
②同地域にある「中消防庁舎跡地」も検討できたのでは。

③当該用地を整備しても令和８年４月には間に合わない。
もっと以前から市場調査等で検討・対応が必要だったの
ではないか。
④当初計画では100名程度となっているが、80名を想定
されています。当初の計画より少ないこの収容人数で保
育供給量を確保できるという根拠は。
⑤ドタバタな状況からの空き地活用と言わざるを得ない。
今後を見据えた政策的な視点でが必要なのではないか。
【市民と歩む議員の会補正予算反対理由(要約等)】
○当該用地の別利用や保育所整備区域割が破綻してい
る状況等、十分に検討したとは言えないため反対。
○ワクチン接種について国の助成が終了したことを受け、慎
重に検討する必要があり組替動議に賛成し、原案は反対。
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この議会だよりは政務活動費（公費）で印刷しています

五十川： 山田第五小学校が山田第三小学校に統合
をされたことをもって旧山五小の空調整備は実施しないという
契約変更の議案が提案されている。旧山五小も含めて契約
を実施し、整備を進めてきた。その必要性をどう考えるか。
学校教育部：当該用地については教育課題の解消に向

けた活用の在り方を検討している。
五十川： 参加した地域の学習会等にて、「学校規模適

正化」としての整備以降、当該用地についての地域住民の
対応については、所管部局がバラバラとなっていることで迅速
な情報提供や丁寧なきめ細やかな対応ができていないことが
わかりました。旧山五小の跡地について、地域に対する窓口
のあり方をワンストップサービスという視点をもって整理する必
要性があるのではないか。
市長： 各部局責任を果たした上で、山五地域全体の

今後の話をするときには、そこには横串が刺さってなければなら
ない。そ地域が混乱しないようにしっかり対応する。

【健康福祉常任委員会の所管事項調査にて】
東保育園と吹田第三幼稚園の統合について
再検討を求める決議 可決後の状況について確認。

【その他議案、補正予算等(抜粋)】
○一般職任期付職員の採用へ条例改正(継続審査)
○新型コロナウイルス感染症ワクチン等接種助成費用
○物価高騰に伴う障害者福祉施設整備の補助
○訴えの提起:指定認知症共同生活介護事業所を運営す
る相手型法人が介護給付費の過大請求に関する不当利
得の返還を求めるもの
【議員提出議案（意見書等）】
○万博記念公園前周辺地区活性化事業の一体的な
計画に基づく環境影響評価の実施を求める意見書
：全会派一致にて可決 可決した意見書→
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10月は決算委員会,11月・12月は定例会と議案審査等が続きます。
ぜひ、議場にて傍聴を！ また、WEB配信では、本会議の中継のみ
ですが、字幕機能もあります。 どうぞ、ご活用ください。

議案等（予算、条例、国や府への意見書）のうち、賛否の分かれた議案の一部です。

意見書とは？：※地方自治法第99条 普通地方公共団体の議会は、当該普通地方公共団体の公益に関する
事件につき意見書を国会又は関係行政庁に提出することができる。個人賛否は以下の表のとおりです。

１． 議案第 ６号 ： 吹田市一般職の任期付職員の採用に関する条例の一部を
改正する条例の制定について 賛成 21 反対 1２ 可決

２． 議案第 ４号 ： 令和7年度吹田市一般会計補正予算(第1号)
賛成 30   反対 3 可決

３．【議員提出動議】令和7年度吹田市一般会計補正予算(第1号) 修正案
賛成 6    反対 27 否決

４．市会議案第11号 ： マイナ保険証への原則一本化を見直し、従来の健康保険証の存続を求める意見書
賛成 10  反対 23 否決

表記意味
賛成 ○   
反対 ×
退席 退
欠席 欠

市長提案議案

３７件と市会議
案等5件を議
決しました。

東京都国分寺市へ：重層的支援体制整備体制
「丸っとふくまど」の相談窓口には、翻訳対応の透明字幕

表示ディスプレイが設置されていた。市民の方々が「どこに
相談したらいいのかわからない。」の受け止める場として安
心できるものとなっていることがうかがえた。
職員の意識醸成・組織体制等含めて非常
に参考となりました。

埼玉県上尾市『AGECOCO』へ：
まず、市長のご挨拶から自治体の心意気を感じました。

交流保育・インクルーシブな取組み（インクルーシブ遊具
など）はとても有意義なものでした。また、救急車等の緊
急車両がそのまま休憩室(医務室)から出入りできる設え
等、施設の随所に工夫されている点があり、市の直営とし
て現場の声を大切にされた証拠だと思いました。

市民と歩む議員の会
は、参政党会派と共
同で異議申立てを行

いました。
拙速に決めず、全会
派参加できる議論の

場の設置と、
提案内容は、議事機
関として丁寧かつ民
主的な議論ができなく
なるといった内容です。令和７年５月定例会の主な議案・意見書採決表 (抜粋)

重層的支援体制整備、子ども・子育て複合施設(AGECOCO)へ行政視察

議員一人当たりの一般質問等の時間制限等の試行実施について

・個人制の一般質問はなし
・議案質疑のみ各会派2人まで
（時間:一人あたり15分×会派人数）

・代表質問なし(5月定例会・11月定例会)
・5月定例会および11月定例会のいずれか
一方で一般質問（議案質疑と一括）
することができる
(時間:一人あたり15分×質問人数 20分以内)

5月定例会に実施をした試行ルール
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HPのQRコード
はこちら→

第17回全国政策研究集会in大阪吹田 「今こそ何度も自治を問う」より （抜粋）

講演１ 選挙とメディア
江川紹子さん（ジャーナリスト）

地方記者の存在や情報のファクトチェックを地
道に行うこと等のお話から「市民」の声を丁寧に
聴き取る地方議員の役割の重要性を再認識。

講演２ デモクラシーと地方自治～自治の必要性を再考する～

坂本治也さん（関西大学法学部教授）
デモクラシーを護るには自治が必要。地域で試
しながら民主主義を育てることで、真の地方自治
が実現できる大きな可能性等を示唆いただいた。

議会運営委員会(9/12)に提案の試行ルール（案）
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